
汎用型収穫機による飼料用稲の収穫



管 内 の あ ら ま し

那須地方は、県の最北部に位置し、大田原市、那須塩原市、那須町の２市１町からなり、東部
は茨城県、北部は福島県に接しています。
総面積は131,944ha、耕地面積は25,930haで県の20％を占め、那須連山等の裾野域を中

心に、本州一の酪農等の畜産基地が形成されています。中南部の扇状地には、那須野が原を代表
とする広大な水田が広がり、米を中心に、いちご、アスパラガス、なす、ねぎ等の園芸産地が形
成されています。
販売農家戸数は、この10年間で約2割減少しましたが、一方で経営耕地面積10ha以上の農家

が1.7倍になり、担い手への農地集積率が57.0%になるなど経営規模の拡大が図られています。
農業産出額は、947億円(令和3年産)で県の35.6％を占め、主要な品目としては、米が

105億円、いちご、アスパラガス、なす、ねぎ、梨等の園芸が123億円、生乳が285億円、肉
用牛が98億円となっています。

管 内 の 農 業 の 概 要

項 目 管内計 県 計 管内ｼｪｱ 出 典

総面積 （ha） 131,944 640,809 20.6％

耕地面積
(ha)

田 19,570 94,300 20.8％

耕地及び作付面積統計(R4年）畑 6,360 27,100 23.5％

計 25,930 121,400 21.4％

水田整備率（区画30a以上） （%） 59.0 69.3 － 県農地整備課調べ(R5.5現在)

総人口 (人) 207,342 1,891,095 11.0% 県毎月人口調査(R6.2.1現在) 

総農家数 (戸) 7,697 46,202 16.7％

2020農林業センサス

うち販売農家 (戸) 6,107 31,993 19.1％

うち農産物販売額
1,000万円以上

(戸) 995 4,191 23.7％

うち経営耕地面積
10ha以上

(戸) 435 1,605 27.1％

基幹的農業従事者数＊1 (人) 8,604 42,914 20.0％

認定農業者数 (経営体) 1,732 7,655 22.6％ 県経営技術課調べ(R5.3末現在）

新規就農者数 (人) 55 350 15.7％ 県経営技術課調べ(R4.5～R5.4）

集落営農組織数（法人含む） 20 236 8.5％ 県経営技術課調べ(R5.3末現在）

担い手への農地集積率 （％） 57.0 53.1 － 県生産振興課調べ(R5. 3末現在）

水稲収穫量 （トン） 62,650 270,300 23.2％ R4年産作物統計

乳用牛飼養頭数 （頭） 37,383 53,980 69.3％
家畜伝染病予防法第12条の4に基

づく定期報告値（R5.2現在）
肉用牛飼養頭数 （頭） 34,972 84,848 41.2％

豚飼養頭数 （頭） 177,487 331,908 53.5％

交流拠点施設利用者数 (万人) 335 1,731 19.3% 県農村振興課調べ(R4年度)

観光客入込数 (万人) 1,450 7,260 20.0% 県観光交流課調べ（R4年）

※１ 農業就業人口（農業に主として従事した世帯員）のうち、ふだん仕事として主に自営農業に従事し
ている者をいう。



栃木県農業振興計画「とちぎ農業未来創生プラン」に基づき、本県農業・農村の潜在力
を最大限に生かした稼げる農業が展開され、子どもたちが夢を抱き、人々が集い、未来に
つながる農業・農村の実現を目指します。
那須地域は那須連山等の裾野域を中心に本州一の畜産基地が形成されており、広大な水
田を活用した大規模な土地利用型農業の展開と、「那須の白美人ねぎ」や「那須の春香う
ど」など地域に適した園芸生産が行われています。
また、豊かな観光資源に恵まれ、紅茶やチーズ等６次産業化商品の開発や地域の食・文

化と結びつけた都市農村交流の取組が進んでいます。

那須地域農業振興計画2021-2025（概要）

那須野ヶ原水田農業の確立

那須地域における持続可能な畜産経営への取組「畜産力の強化」

地域資源を生かした農村地域の活性化

地域戦略２

水稲＋ねぎなど那須地域にあった家族労力を中心とした安定複合経
営の確立を支援するとともに、集落営農組織の連携や合併を推進し、
経営強化を図ります。
また、土地利用型経営の所得向上を図るため、農地の大区画化や経
営発展に併せた先端技術の導入による作業の効率化及び良質・良食味
米の産地である地域の特徴を生かした米のブランド化を推進します。

◆水稲とねぎなど地域にあった水稲＋園芸複合経営の確立
◆実需が求める良食味米生産技術の確立と省力・低コスト稲作技術
の普及
◆人・農地プランでの話合いによる担い手の確保・育成及び農地の
集積・集約化

主
な
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組

主
な
取
組

主
な
取
組

地域戦略３

地域戦略１

水田における飼料作物の生産と利用を拡大して、耕畜連携による資源
循環型農業を推進するとともに、飼養管理の省力化・効率化を図るため
にスマート農業技術導入を推進するなど、畜産力の強化を図ります。

那須地域の多彩な地域資源を最大限に生かした農村地域の活性化を
図るため、農村拠点施設の機能強化等を支援するとともに、食を中心
とした「農・宿・湯・遊」をつなぐ仕組みづくりと地域組織等の育成
を進めます。

◆スマート農業技術導入による畜産力の強化・効率的な飼養管理
技術の確立支援

◆規模拡大農家、新規就農者や新規参入者等担い手の確保・育成
◆生産基盤強化のため水田を活用した飼料作物の栽培利用の拡大

◆拠点施設の機能の多様化と組織間連携等による農村拠点施設の
機能強化
◆地域資源を生かした都市農村交流の促進に向けた組織の育成
◆新規就農者や農業後継者等による「仲間づくり拠点」の形成によ
る魅力ある地域づくり活動の推進

広大な水田が広がる那須野ヶ原

飼料用稲の収穫

イベントでの菜の花プロジェクトPR




